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幼稚園就園奨励費を
支給します
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今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
、

1
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
6
億
円
。
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
６
０
０
０
万
と
同
時

発
売
で
す
。

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ

ま
す
。

【
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
】

・ 

1
等
…
4
億
円
×
26
本
（
発
売
総
額

７
８
０
億
円
・
26
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

・ 

前
後
賞
…
各
1
億
円
×
52
本
（
発
売
総

額
７
８
０
億
円
・
26
ユ
ニ
ッ
ト
の
場

合
）

【
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
６
０
０
０
万
】

・ 

1
等
…
6
千
万
円
×
90
本
（
発
売
総
額

２
７
０
億
円
・
9
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

▼
発
売
期
間
　
7
月
4
日
㈮
〜
25
日
㈮

▼
発
売
場
所
　
全
国
の
宝
く
じ
売
場

▼
抽
選
日
　
8
月
5
日
㈫

▼ 

問
い
合
わ
せ
（
公
財
）埼
玉
県
市
町
村

　
振
興
協
会
☎
０
４
８
―
８
２
２
―
５
０

　
０
４ サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

　
　
　
　
宝
く
じ
発
売

住民票の一部の写しの閲覧者を公表します
平成25年度に住民票の一部の写しの閲覧を許可した方を公表します。
・住民基本台帳法第11条の2第１項によるもの…10件

▶問い合わせ　市民課市民担当(内線244)

申請者(委託者） 閲覧事項の利用目的 閲覧年月日 請求に関する住民の範囲

日本放送協会さいたま放送局
局長　畑野祐一

平成25年度全国個人視聴
率調査 平成25年5月8日 矢場2丁目

㈱タイム・エージェント
代表取締役　渡部啓之
（埼玉県警察本部警務部警務課）

平成25年度埼玉県警察県
民意識調査 平成25年5月31日 本丸、谷郷3丁目、大字

埼玉

㈱日経リサーチ
代表取締役社長　中村　良
（独立行政法人労働政策研究・研修機構）

若年期の職業履歴と現在
の働き方に関するアンケ
ート調査

平成25年6月4日 持田5丁目、大字持田

㈱サーベイリサーチセンター
代表取締役　藤澤士朗
（埼玉県県民生活部広聴広報課）

平成25年度埼玉県政世論
調査 平成25年6月13日 行田、壱里山町

㈱アストジェイ
代表取締役　柚原滋明
（埼玉県県民生活部防犯・交通安全課）

自動車交通安全県民意識
調査 平成25年6月20日 佐間3丁目、大字小見

㈱日本リサーチセンター調査部
部長　中村美生
（NHK放送文化研究所世論調査部）

テレビ視聴とメディアに
ついての調査 平成25年9月12日 藤原町1丁目、大字若小

玉

一般社団法人新情報センター
事務局長　平谷伸次
（内閣府政策統括官付参事官高齢社会対策担当）

高齢者の地域社会への参
加に関する意識調査 平成25年11月8日 城南

㈱日本リサーチセンター調査部
部長　中村美生
（内閣府政策統括官付参事官高齢社会対策担当）

高齢者に向けた「備え」に
関する意識調査 平成25年11月12日 大字小針、大字藤間、大

字関根、大字真名板

一般社団法人新情報センター
事務局長　平谷伸次
（国土交通省土地・建設産業局）

土地問題に関する国民の
意識調査 平成25年11月26日 駒形1丁目

㈱ビデオリサーチ
代表取締役社長　秋山創一
（日本たばこ産業㈱たばこ事業本部）

全国たばこ喫煙者率調査 平成25年12月18日 城西3丁目

青少年の健全育成と犯罪被害の撲滅に向けて

　「いじめを受けていてつらい」と感じていたら、すぐに行田市いじ
めそうだんホットラインをご利用ください。お子さんだけでなく、
保護者からの相談も受け付けます。

▶電話相談　0120―2
つなぐ
79―8

はなし
74

▶利用時間　午前8時30分～午後6時
　（土・日曜日、祝日を除く）
▶メール相談　y

ゆ う き
uuki@city.gyoda.lg.jp

▶ 対 象　小・中学生およびその保
護者など
▶ 問い合わせ　学校教育課学校指導担当
☎556―8316または教育研修セン
ター☎556―6458

　市では、幼稚園教育の普及・充実ならび
に保護者の負担を軽減するため、市内外の
幼稚園にお子さんを通園させている家庭に
保育料の一部を補助しています。なお、補
助金額は市民税の課税額に応じて変わりま
す。
▶ 申請方法　幼稚園を通じて申請してくだ
さい(市内幼稚園には申請用紙を配布済
み）。なお、市外の幼稚園へ通園してい
る家庭で、申請していない方は教育総務
課にご連絡ください。
▶ 問い合わせ　同課財務施設担当☎556―8
　311

ひとりでかかえこまないで
いじめそうだんホットライン開設中

　7月は、家庭・地域・学校・行政などが相互に協力･連携して、青少年の非行・被害防止の徹底を図る「青
少年の非行・被害防止全国強調月間」（内閣府主唱）です。
　埼玉県における平成25年中の刑法犯少年の検挙・補導された人数は減少傾向にあるものの、検挙人員に
占める中学生の割合が9年連続して高校生を上回り、非行の低年齢化が顕著になっています。また、スマー
トフォンなどが急速に普及する中で、青少年が児童ポルノ事犯などの犯罪の被害やトラブルに遭う事例が絶
えません。この他にも、近年では合法ハーブなどと称して販売される薬物など、青少年への広がりが懸念さ
れており、新たな乱用薬物に関する危険性や有害性についての正しい知識の普及が必要となっています。
　次代を担う青少年の育成は、国民全体に課せられた責務です。犯罪被害から子どもを守り、不登校、喫煙、
深夜徘

はいかい
徊などの青少年の非行を防止するためには、家族の触れ合い、家庭のしつけ、地域の教育力が大切で

す。市民の皆さん一人ひとりが、常に青少年の育成に関心を持ち、地域が一体となって青少年の非行防止と
健全育成に取り組みましょう。

悩みを抱える青少年や保護者・家族の方が相談できる窓口

行田市立教育研修センター
　幼児から小・中学生とその保護者および教育
関係者を対象に、日常生活や就学をはじめとす
る教育上の相談を受け付けます。
▶ 相談日時　月～金曜日(祝日を除く)午前9時
～午後5時

▶ 申し込み・問い合わせ　教育研修センター下
忍分室☎555―0788(樋上195―2)

行田市福祉事務所家庭児童相談室
　家庭や学校での子どもに関する悩み事など、
どんな事でも気軽にご相談ください。
▶ 相談日時　月～金曜日(祝日を除く)午前8時
30分～正午および午後1時～ 4時

▶  問い合わせ　子育て支援課家庭児童相談室(内
線268)

埼玉県熊谷児童相談所
　0歳から18歳未満までの児童についてのさま
ざまな相談を受け付けます。
▶ 相談日時　月～金曜日(祝日を除く)午前8時
30分～午後6時15分

▶ 申し込み・問い合わせ　熊谷児童相談所☎
521―4152(熊谷市箱田5―12―1)

少年サポートセンター北分室
　少年や保護者などからの非行、家出、いじめ
など少年問題に関する相談を受け付けます。
▶ 相談日時　月～金曜日(祝日を除く)午前9時
～午後4時　

▶ 申し込み・問い合わせ　同センター北分室熊
谷相談室☎524―4016(熊谷市本石1―10  
熊谷市立婦人児童館2階)

▶ 問い合わせ　ひとつくり支援課生涯学習担当☎556―8319
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再
就
職
セ
ミ
ナ
ー
　

就
職
活
動
を
計
画
的
に
進
め
よ
う

▼
日
時
　
8
月
20
日
㈬
午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所
　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
学
習
室　

▼ 

内
容
　
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
仕
事
か
ら
離
れ
て
い
た
方
を
対
象
に
、

再
就
職
へ
の
準
備
段
階
と
し
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。　

▼ 

講
師
　
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

▼
定
員
　
20
人
（
予
約
制
・
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　
無
料

お
仕
事
相
談

▼ 

日
時
　
8
月
20
日
㈬
午
後
1
時
15
分
〜
2
時
、

　
午
後
2
時
15
分
〜
3
時
、午
後
3
時
15
分
〜
4
時　

▼
場
所
　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ　

▼ 

内
容
　
条
件
が
整
え
ば
、
も
う
一
度
仕
事
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
女
性
を
対
象
に
、
仕
事
相

談
を
実
施
し
ま
す
（
1
人
45
分
）。　

▼
定
員
　
各
回
1
人
（
予
約
制
・
先
着
順
）

再
就
職
セ
ミ
ナ
ー
、
お
仕
事
相
談
と
も

▼
共
催
　
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー　

▼ 

そ
の
他
　
雇
用
保
険
を
受
給
し
て
い
て
、
希 

望
す
る
方
に
受
講
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

▼ 

申
し
込
み
　
7
月
15
日
㈫
〜
8
月
15
日
㈮
に
直

接
ま
た
は
電
話
で
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
（
7
月

22
日
㈫
・
28
日
㈪
、
8
月
4
日
㈪
・
11
日
㈪
は

休
館
）
※
ひ
と
と
き
保
育
（
2
歳
以
上
の
未
就

学
児
の
保
育
・
無
料
）
の
申
し
込
み
は
7
月
31

日
㈭
ま
で　

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
☎
５
５
６

―
９
３
０
１

　
う
き
し
ろ
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
体
（
地
域

の
地
場
産
業
の
再
生
・
活
性
化
を
目
的
に
、
行
政

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
協
働
で
事
業
を
実
施
し
て
い
る

協
議
体
）
で
は
、
本
市
の
地
場
産
業
で
あ
る
縫
製

技
術
を
生
か
し
た
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
同
協
議
体
で
は
、
縫
製
マ
イ
ス
タ

ー
を
募
集
す
る
た
め
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

縫
製
の
経
験
が
あ
る
方
に
縫
製
マ
イ
ス
タ
ー
と
な

っ
て
い
た
だ
き
、
着
物
や
洋
服
を
リ
メ
イ
ク
し
、

展
示
や
販
売
な
ど
を
行
う
こ
と
で
地
場
産
業
の
再

生
を
図
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
説
明
会
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
行
田
の
地
場
産
業
を
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
7
月
16
日
㈬
午
後
3
時
〜
4
時

▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー
４
０
４
研
修
室

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
同
協
議
体
事
務
局
☎
０
９
０
―

３
０
９
２
―
４
６
８
３

　
市
で
は
、
平
成
25
年
4
月
か
ら
新
た
な
行
田
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
Ｊ
Ｒ
行

田
駅
前
広
場
と
駅
前
周
辺
の
再
整
備
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
示
す
「
Ｊ
Ｒ
行
田
駅
前
広
場
周
辺
再
整

備
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　
基
本
計
画
を
検
討
す
る
に
当
た
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
や
学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
す
る
委
員
会
を

設
置
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

▼ 

応
募
資
格
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
、
土

地
の
利
活
用
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方

で
、
平
日
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方
。
た

だ
し
、
次
の
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

　
⑴ 

応
募
日
現
在
、
既
に
本
市
の
審
議
会
な
ど
の

委
員
の
方

　
⑵
市
職
員
お
よ
び
市
議
会
議
員

▼
募
集
人
数
　
2
人

▼ 

任
期
　
委
嘱
日
か
ら
検
討
終
了
ま
で
（
平
成
27

年
3
月
末
ま
で
を
予
定
）

▼ 

応
募
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
、
応
募
理
由
、
Ｊ
Ｒ
行
田
駅
前
広
場
周

辺
の
再
整
備
に
関
す
る
考
え
（
４
０
０
字
程

度
）
を
記
入
し
た
書
類
（
様
式
自
由
）
を
7
月

31
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
、
持
参
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。【
持
参
・
郵
送
】
〒
３
６
１

―
０
０
５
２　
行
田
市
本
丸
2
―
20　
行
田
市

都
市
計
画
課
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
３
―
４
５
４
４　

【
Ｅ
メ
ー
ル
】toshi@

city.gyoda.lg.jp

▼ 

選
考
方
法
　
書
類
審
査
の
上
決
定
し
、
結
果
は

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
同
課
計
画
担
当
☎
５
５
０
―

１
５
５
０

　
市
で
は
、
競
争
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
に
登
載

さ
れ
て
い
な
い
方
の
受
注
機
会
を
拡
大
し
、
市
内

経
済
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た
め
、
小
規
模
契
約

希
望
者
登
録
制
度
を
設
け
、
市
内
の
事
業
主
に
発

注
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

対
象
　
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
修
繕
、
業

務
委
託
、
建
設
資
材
、
物
品
購
入
な
ど
の
う
ち
、

比
較
的
軽
易
で
履
行
の
確
保
が
容
易
で
あ
り
、

　
契
約
金
額
が
原
則
と
し
て
50
万
円
以
下 （
建
設　

　
工
事
は
１
３
０
万
円
以
下
）
の
も
の

　
※
申
請
は
5
業
種
ま
で

▼ 

登
録
期
間
　
8
月
1
日
か
ら
平
成
28
年
7
月
31

日
ま
で
の
2
年
間

▼ 

申
請
方
法
　
契
約
検
査
課
で
配
布
し
て
い
る
申

請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
７
月
23
日
㈬

ま
で
に
持
参
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。【
持
参
・
郵
送
】
〒
３
６
１
―
８
６
０
１　

行
田
市
本
丸
2
―
５　
行
田
市
契
約
検
査
課

▼
問
い
合
わ
せ
　
同
課
契
約
担
当
（
内
線
２
１
３
）

　
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連
合
で
は
、

分
権
時
代
を
担
う
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

に
「
埼
玉
県
内
市
町
村
職
員
採
用
合
同
説
明
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
市
町
村
ご
と
に
設
置
す
る
ブ
ー
ス
で
は
、
市
町

村
の
特
色
や
職
員
の
募
集
状
況
、
勤
務
条
件
、
仕

事
内
容
な
ど
直
接
人
事
担
当
者
か
ら
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
採
用
試
験
や
面
接
試
験
の
場
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
本
市
は
、
合
同
説
明
会
に
お
い
て
ブ
ー

ス
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

▼ 

日
時
　
7
月
10
日
㈭
午
後
1
時
〜
6
時
（
入
場

は
午
後
5
時
ま
で
）　

▼ 

場
所
　
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
（
さ
い

た
ま
市
中
央
区
新
都
心
8
）　

▼
入
場
料
　
無
料　

▼
そ
の
他
　
予
約
不
要
、
入
退
場
自
由　

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
同
広
域
連
合
人
材
開
発
部
市
町

村
職
員
担
当
☎
０
４
８
―
６
６
４
―
６
６
８
１

  

埼
玉
県
内
市
町
村
職
員
採
用

　

  

合
同
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

▶募集職種・人数(予定)
　【一般事務職】8人
　【一般事務職(身体障害者)】1人
　【土木技術職】3人
　【消防職(救急救命士有資格者を含む）】4人

▶受験資格
　【一般事務職・消防職】
　 　大学・短期大学(修業年限2年以上の専門学校
含む)・高等学校を卒業した方または平成27年
3月31日までに卒業見込みの方の最終学歴によ
り、次の学歴区分ごとの生年月日に該当する方
　○ 大学卒　昭和59年4月2日から平成5年4月

1日までに生まれた方
　○ 短大卒　昭和61年4月2日から平成7年4月

1日までに生まれた方
　○ 高校卒　昭和63年4月2日から平成9年4月

1日までに生まれた方

　【一般事務職(身体障害者）】
　 　昭和54年4月2日から平成9年4月1日まで
に生まれた方で、次の全ての条件を満たす方
　・身体障害者手帳の交付を受けている方
　・ 自力で通勤でき、介護なしで週5日、週38時

間45分の職務遂行が可能な方
　・活字印刷文による出題に対応できる方

　【土木技術職】
　次のいずれかに該当する方
　 ・ 大学・短期大学(修業年限2年以上の専門学校

含む)・高等学校で、土木の専門課程を専攻し
卒業した方または平成27年3月31日までに
卒業見込みの方の最終学歴により、次の学歴
区分ごとの生年月日に該当する方

　　○ 大学卒　昭和54年4月2日から平成5年4
月1日までに生まれた方

　　○ 短大卒　昭和54年4月2日から平成7年4
月1日までに生まれた方

　　○ 高校卒　昭和54年4月2日から平成9年4
月1日までに生まれた方

　・ 昭和54年4月2日以降に生まれた方で、1級ま
たは2級土木施工管理技士の資格を有する方

▶ 試験日・場所　9月21日㈰行田グリーンアリー
ナおよび教育文化センター「みらい」※試験会場
は申し込み状況により変更となる場合があります。

▶ 申し込み　7月1日㈫から人事課で配布する申込
書に必要事項を記入の上、7月29日㈫～ 8月6
日㈬に持参または郵送で提出してください(土・
日曜日、祝日を除く）。※郵送の場合は8月4日
㈪の消印まで有効【持参・郵送】〒361―8601
行田市本丸2―5 行田市人事課

▶ そ の 他　受験案内・申込書の請求および受験
申し込みは郵送でも可能です。郵送する封筒に
「受験案内請求(○○)」または「受験申し込み(○
○)」(○○には希望職種)と記載の上、請求者の
住所を明記した返信用封筒(角型2号、120円分
の切手を貼付)を同封してください。

▶問い合わせ　同課人事給与担当(内線208)

女
性
の
再
就
職
を

　
　
　
　
　
応
援
し
ま
す

縫
製
マ
イ
ス
タ
ー
募
集
の

　
　
　
　
説
明
会
を
行
い
ま
す

Ｊ
Ｒ
行
田
駅
前
広
場
周
辺
再
整
備
基
本

計
画
検
討
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

ご
登
録
く
だ
さ
い　

　
小
規
模
契
約
希
望
者
登
録
制
度

　

 （
平
成
26
・
27
年
度
更
新
・
新
規
申
請
）

行田市の職員として一緒に働きませんか
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乳幼児健診
健 診 名　 ４カ月児健診、１歳６カ月児健診、２歳児

歯科健診、３歳児健診
そ の 他　 転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターにご連絡ください。

乳幼児相談 (要申し込み)
日　　時　８月12日㈫午前９時30分～11時
対　　象　小学校入学前のお子さん

離乳食教室(初期)(要申し込み)
日　　時　 ８月12日㈫午前10時30分～11時30分（午

前10時15分から受け付け)
対　　象　 平成26年２月15日～３月14日生まれの

お子さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前10時～午後５時
※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせください。
・清幸会行田中央総合病院　☎553―2000
・壮幸会行田総合病院　☎552―1111
◇ 夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知り
たいとき
・行田市消防署　☎550―2123
・ 埼玉県救急医療情報センター ☎048―824―4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・ 県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談
窓口につながります(携帯電話可)。
・相談時間【月～土曜日】午後７時～翌日午前７時
　　　　　  【日曜日、祝日】午前９時～翌日午前７時

子どもの健康 休日急患診療
期　日 医療機関名 期　日 医療機関名

 7月20日（日) 壮幸会行田総合病院  8月3日（日) 清幸会行田中央総合病院

 7月21日（月) 清幸会行田中央総合病院  8月10日（日) 壮幸会行田総合病院

 7月27日（日) 壮幸会行田総合病院  　 　

ご利用ください ことばの相談
　保健センターでは、言葉について心配のある小学校
入学前のお子さんを対象に、言語聴覚士による個別相
談を実施します。

例えば
・おしゃべりはするけれども、発音がはっきりしない
・ 発音に誤りがある(例えば、｢さかな」を｢たかな｣、
｢かさ｣を｢たさ｣など）
・言葉が遅い
・言葉が詰まって話しにくいことがある  など
※ 発音は4～ 5才くらいで上手になります。4～ 5才
のお子さんに発音のこつをお話しします。

日 時　 7月24日㈭、8月4日㈪※時間は申し込
みの際にお知らせします。

場 所　保健センター
申し込み　7月17日㈭までに電話で同センター　

いつまでも健
けん

口
こう

講座　～歯周病だけじゃないお口とメタボの意外な関係～
　歯は口の中の健康にとどまらず、メタボリック症
候群など全身の健康にも大きく関係があることをご
存じですか。歯のことを知って、もっと健康になり
ましょう。

日 時　8月28日㈭午後1時～ 3時
場 所　商工センター 403研修室

食生活改善推進員（ヘルスメイト）養成講座
　健康の基本である食について、自分のため、家族の
ため、地域の方のために学んでみませんか。

内　　容　歯科医師の講話
対 象　市内在住の方
定 員　20人(先着順)
参 加 費　無料
持 ち 物　健康手帳、筆記用具
申し込み　 ７月1日㈫から直接または電話で保健セン

ター

　
　

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
が
8
月
1
日
㈮
に
更
新

と
な
る
こ
と
か
ら
、
新
し
い
保
険
証
を
7
月
中
に
送
り
ま
す
。

　
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金
の
負
担

割
合
は
、
市
民
税
の
課
税
所
得
に
よ
り
1
割
ま
た
は
3
割

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
負
担
割
合
が
3
割
の
方(

課
税
所
得

１
４
５
万
円
以
上
の
被
保
険
者
が
同
一
世
帯
に
い
る
方)

で
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
負
担
割
合
が

1
割
と
な
り
ま
す
の
で
、
7
月
31
日
㈭
ま
で
に
保
険
年
金

課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

8
月
以
降
の
申
請
に
よ
る
負
担
割
合
の
変
更
は
、
申
請

し
た
月
の
翌
月
1
日
か
ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

▼
申
請
に
よ
り
負
担
割
合
が
3
割
か
ら
1
割
と
な
る
場
合

　
【
同
じ
世
帯
に
被
保
険
者
が
2
人
以
上
】

　
被
保
険
者
の
平
成
25
年
中
の
収
入
合
計
額
が
５
２
０
万　

　
円
未
満

　
【
同
じ
世
帯
に
被
保
険
者
が
1
人
で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
】

　
① 

保
険
者
本
人
の
平
成
25
年
中
の
収
入
額
が
３
８
３
万

円
未
満

　
② 

①
に
該
当
し
な
い
方
で
、70
〜
74
歳
の
方(

後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
を
除
く)

を
含
め
た
世
帯

の
平
成
25
年
中
の
収
入
合
計
額
が
５
２
０
万
円
未
満

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　
・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　
・
確
定
申
告
の
写
し
な
ど
収
入
が
確
認
で
き
る
書
類

▼
問
い
合
わ
せ
　
保
険
年
金
課
医
療
担
当
（
内
線
２
２
６

　
・
２
２
７
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
　
　
　

　
　
　
　
　
加
入
し
て
い
る
方
へ

国保・後期医療からのお知らせ

　国民健康保険高齢受給者証が、8月1日㈮に更新
となることから、新しい受給者証を7月中にお届け
します。
　医療機関などの窓口で支払う一部負担金の負担割
合は、市民税の課税所得により2割または3割とな
ります。
　このうち、負担割合が3割の方(課税所得145万
円以上の70歳以上の被保険者が同一世帯にいる方)
で、次に該当する場合は、申請により負担割合が2
割となりますので、7月31日㈭までに保険年金課へ
申請してください。8月以降の申請による負担割合
の変更は、申請した翌月1日からの適用になります。

　昭和19年4月1日以前生まれの方の負担割合は、　
　特例措置により2割が1割に据え置かれています。

▶ 申請により負担割合が3割から2割となる場合
　 【同じ世帯に70歳以上75歳未満の国保加入者が
2人以上】
　被保険者の平成25年中の収入合計額が520万円
　未満
　 【同じ世帯に70歳以上75歳未満の国保加入者が1人】
　被保険者本人の平成25年中の収入額が383万円
　未満
　 【同じ世帯に後期高齢者医療制度に加入している
者がいる世帯の方】
　世帯の状況により2割となる場合があります。
▶申請に必要なもの
　・国民健康保険高齢受給者証
　・印鑑(朱肉を使用するもの)
　・確定申告書の写しなど収入が確認できる書類
▶ 問い合わせ
　保険年金課国保担当(内線271・272・273)

70歳以上の国民健康保険に
加入の皆さんへ

国民健康保険被保険者証をお持ちの方へ
　国民健康保険に加入している70歳未満の方が通院・
入院する際、事前に申請すると「国民健康保険限度額適
用認定証」が交付され、1カ月の医療費の負担が自己負
担限度額までとなります。
　また、市民税非課税世帯(世帯主と国民健康保険被保
険者全員が非課税)の場合には、入院時の食事代も併せ
て軽減される「限度額適用・標準負担額減額認定証」が交
付されます。
※ 有効期限が平成26年7月31日の認定証をお持ちの方
で、引き続き減額の適用を受ける場合は、改めて申請
が必要となります。

▶申請に必要なもの
　・国民健康保険被保険者証
　・印鑑(朱肉を使用するもの)

後期高齢者医療被保険者証をお持ちの方へ
　後期高齢者医療被保険者で市民税非課税世帯に属して
いる方は、申請により通院・入院時の1カ月の医療費の
負担が自己負担限度額までとなり、食事代が軽減され
る「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」
が交付されます。
※ 有効期限が平成26年7月31日の認定証をお持ちの方
で、8月以降も適用になる方には、7月中に新しい認
定証を送ります。

▶申請に必要なもの　
　後期高齢者医療被保険者証

▶問い合わせ　
　 国民健康保険については保険年金課国保担当(内線
271)、後期高齢者医療については同課医療担当(内線
226)

通院・入院時の医療費と食事代の
窓口負担額が減額されます

対 象　市内在住で修了後ボランティア活動が可能な方
定 員　20人(先着順）
費 用　1,500円(テキスト代、食材費）
持 ち 物　筆記用具、エプロン、三角巾、スリッパ
申し込み　7月16日㈬までに電話で保健センター

日　　時 場　所 内　　容

 ７月23日（水）
午前9時30分～午後3時30分

ＶＩＶＡ
ぎょうだ

開講式、オリエンテーション、
調理実習など

8月～平成27年2月（14回)
  ※期日と時間は、確定次
  　第お知らせします。

 保健セン
ターなど

健康全般に関する知識を高め
ることができる講座を予定し
ています。
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　（公財)人権教育啓発推進センターでは、アイヌの方々の悩
みを受ける専用相談電話を設置しています。嫌がらせ、差別、
プライバシー侵害などでお困りの方は匿名でもかまいません
ので、気軽にご相談ください。相談は無料で、秘密は厳守し
ます。
▶期 間　 平成27年3月31日㈫まで※日曜日、祝日、8

月10日㈰～ 17日㈰、12月27日㈯～平成27
年1月4日㈰を除く　

▶相談時間　午前10時～午後5時　
▶電話番号　0120―771―208(無料)　
▶問い合わせ　同センター☎03―5777―1802

アイヌの方々のための
全国一斉電話相談

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
2階会議室

7月22日㈫、8月14日㈭
※ 予約はその月の１日から(土・日曜日、
祝日の場合は翌日）

午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）行政 産業文化会館

2階会議室 8月4日㈪　 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時

30分

相続、遺言、
離婚、日常生活
の困り事

VIVAぎょうだ 8月13日㈬※予約制 午後1時～ 5時(受け付け
は午後4時まで）

埼玉県行政書士会
埼北支部
☎554―2702

不動産 市役所 7月16日㈬ 午前9時～正午
㈳埼玉県宅地建物
取引業協会北埼支部
☎562―5900

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 各土曜日は市内在住の方対象に電話相
談も受け付けます

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週火・金曜日(祝日を除く） 午前10時～午後4時 商工観光課
（内線383）

人権 南河原隣保館 8月6日㈬ 午後1時30分～ 3時30分 人権推進課
（内線221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日(祝日を除く)の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

水道料金の
休日納付 水道庁舎（前谷） 7月20日㈰、8月3日㈰ 午前8時30分～正午

水道課
☎553―0131水道料金の

夜間納付 水道庁舎（前谷） 7月15日㈫・22日㈫・29日㈫、
8月5日㈫・12日㈫ 午後5時15分～ 7時

談相種各 （7月15日～8月14日）

今月の納税
固定資産税・都市計画税・・・・・・・・・・・2期
国民健康保険税・・・・・・・・・・・・・・・1期
介護保険料・・・・・・・・・・・・・・・・・1期
後期高齢者医療保険料・・・・・・・・・・・・１期

納期限　７月31日㈭
市税の納付には、｢安心！確実！便利！｣な口座振替を
ご利用ください。

　都市計画法第34条第11号区域とは、市街化調整
区域内において、誰でも住宅などを建築することが
できる区域です。
　市では、平成15年にその区域を指定(その後平成
18年に追加指定)し、これに基づき運用を行ってき
ましたが、旧南河原村との合併や各地域を取り巻く
環境の変化に対応するため、次のとおり変更します。

▶問い合わせ　 都市計画課計画担当☎550―1550

都市計画法第３４条第１１号区域を
変更します

・ライアー (大沢在昌／著)
・村岡花子の世界(村岡恵理／監修、内田静枝／編)
・かわいい琳派(三戸信惠／著)
・ アルパカパカパカやってきて(おおなり修司／文、丸山
誠司／絵)
・ こんや、妖怪がやってくる(君島久子／文、小野かお
る／絵)

・ あっぱれ のはらうた(くどうなおこ／詩・文、ほてはま
たかし／絵)

▶日 時　７月19日㈯ 午後2時
▶場 所　中央公民館映像ホール
▶題 名　 トムとジェリー 夢と消えたバカンス他
　　　　　　(計60分)
▶定 員　80人(先着順)
▶入 場 料　無料

定 例 子 ど も 映 画 会

新 着 図 書

▶日 時　７月16日㈬ 午前10時30分～11時
▶内 容　絵本、パネルシアターなど
▶対 象　２、３歳児と保護者
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日 時　７月26日㈯ 午前11時
▶内 容　絵本や手遊びなど
▶対 象　幼児
▶主 催　おはなしタンバリン
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日 時　８月２日㈯ 午後２時
▶内 容　絵本など
▶対 象　幼児・小学生
▶主 催　おはなしの会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日 時　８月９日㈯ 午後２時
▶内 容　絵本など
▶対 象　幼児・小学生
▶主 催　おはなしポケット
※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

お は な し 会

▶日 時　８月13日㈬ 午後２時
▶場 所　図書館ミーティングルーム
▶内 容　詩やエッセイなどの朗読
▶主 催　おしゃべりインコの会

読 み 語 り の 会

▶日 時　８月10日㈰ 午前11時
▶場 所　おはなしのへや
▶対 象　英語に興味がある方
▶主 催　行田ロータリークラブ
※変更となる場合もあります

英 語 児 童 書 読 み 聞 か せ 会

　４カ月児健診に合わせ保健センターで絵本を配布して
います。
▶日 時　８月５日㈫ 午後1時受付開始
▶持 ち 物　母子健康手帳

ブ ッ ク ス タ ー ト

移 動 図 書 館 巡 回 日 程

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
6月18日㈬ 午前9時 0.07マイクロシーベルト(曇り)　午後3時 0.06マイクロシーベルト(曇り)

放射線量の測定値

市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　7月1日㈫・7日㈪・14日㈪・22日㈫・
　　　　　28日㈪・31日㈭、8月4日㈪・11日㈪
　　　　　※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

変更内容 施行日

 ①持田・前谷地区における新規の区域指定
 　 市街化区域に隣接し、一定の公共施設が整備
されている地区を新たに指定  平成26年

 7月1日 ②荒木地区における新規の区域指定
 　 鉄道駅を有し、一定の公共施設が整備されて
いる地区を新たに指定

 ③南河原地区の指定区域における取り扱いの見直し
 　 旧南河原村で指定された取り扱いを、行田市
の取り扱いに統一  平成27年

 7月1日
 (予定)

 ④都市計画施設との重複箇所の解消
 　 都市計画道路の予定区域を11号区域から除外

　
市
で
は
、
観
光
行
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た

め
、
行
田
市
観
光
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
委
員
会
は
、
市
長
か
ら
諮
問
を
受
け
、
観
光

資
源
の
開
発
や
観
光
施
設
の
設
置
、
保
護
改
善
お

よ
び
宣
伝
な
ど
、
観
光
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

調
査
審
議
す
る
機
関
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
幅
広
く
皆
さ
ん
の
意
見
を
施
策
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼ 

応
募
資
格
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
満
20

歳
以
上
の
方
で
、
平
日
昼
間
の
会
議
に
出
席
で

き
る
方
。
な
お
、
次
の
方
は
応
募
で
き
ま
せ

ん
。

　
⑴ 

応
募
日
現
在
、
既
に
本
市
の
他
の
付
属
機
関

の
委
員
の
職
に
あ
る
方

　
⑵
市
職
員
お
よ
び
市
議
会
議
員

▼
募
集
人
数
　
2
人

▼
任
期
　
委
嘱
し
た
日
か
ら
1
年　

▼ 

応
募
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職

業
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
（
ま
た
は
学
校
名
）、

市
の
観
光
に
関
す
る
考
え
（
４
０
０
〜
８
０
０

字
程
度
）
を
記
入
し
た
書
類
（
様
式
自
由
）
を

7
月
31
日
㈭
ま
で
に
持
参
ま
た
は
郵
送
で
提
出

し
て
だ
さ
い
。【
持
参
・
郵
送
】
〒
３
６
１
―

８
６
０
１ 

行
田
市
本
丸
2
―
5 

行
田
市
商
工

観
光
課

▼ 

選
考
方
法
　
書
類
審
査
の
上
決
定
し
、
結
果
は

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
同
課
観
光
担
当
（
内
線
３
８
２
）

行
田
市
観
光
委
員
会
の

　
　
　
　
　
委
員
を
募
集
し
ま
す

荒木小学校　　7月16日㈬
※変更となる場合もあります
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写真館

　5月31日、水城公園および忍城址周辺の清掃活動が行わ
れました。
　行田のまちをゴシゴシ委員会が主催するこの活動は、今
回で22回目を迎えました。市内の小・中学生をはじめ、各種
団体に所属している方497人が参加し、「水城公園と忍城址
をきれいで愛着のある公園にしよう」と、約1時間汗を流し
ながら熱心にごみ拾いを行いました。参加者は、この活動
を通して美化意識をさらに高めることができたようです。

水城公園と忍城址を愛着のある公園に

　6月8日、星宮地内の田んぼで酒米の田植えが行われ、「市
制施行65周年記念事業 オール行田の日本酒づくり」がス
タートしました。
　市民提案記念事業として行われたこの催しは、酒米の田
植えから稲刈り、さらには日本酒のラベル作りまでを親子で
楽しむというもの。この日の天気はあいにくの雨でしたが、
それでも25組の親子が参加しました。田んぼに足をとられ
ながらも、丁寧に苗を植えた子供たち。この日の貴重な体験
が、すてきな思い出としてずっと心に残ることでしょう。

　6月4日、水城公園あおいの池で、南小学校の3年生52
人によるホテイアオイの苗の投げ込みが行われました。
　毎年行われているこの行事は、昭和50年から続いて
おり、今年で39回目となります。児童たちは、「せーの」
の掛け声とともに25,000株の苗を元気よく投げ込みま
した。
　9月から10月にかけて見頃を迎えるホテイアオイ。
今年も池一面に薄紫色のきれいな花を咲かせ、訪れる方
を楽しませてくれることでしょう。

　5月30日、ＶＩＶＡぎょうだで｢親子で楽しく！リズ
ム体操＆かんたんせいさく｣が行われました。
　この日は、15組の親子が参加。子供たちは、リズ
ム体操をはじめ、ボール遊びや望遠鏡づくりなどさま
ざまな遊びを体験しました。全身を使って元気いっぱ
いに遊んだ子供たちは、大好きなお母さんと一緒に楽
しいひとときを過ごしていました。

　6月7日、行田市駅北口広場付近の忍川で、「忍川に遊ぼ
う！ in 行田～川ガキ！集まれ！～」が行われました。
　この催しは、行田市民大学同窓会「水辺と森を楽しくす
る会」が、子供たちが水辺で気軽に遊べる環境をつくろう
という思いから、実現したものです。当日は雨により、カ
ヌーやボート遊びなど一部のイベントは中止となりまし
たが、忍川にすむ魚の展示や魚・カメなどのつかみ体験が
行われました。会場を訪れた子供たちは、恐る恐る魚や
カメを触るなど、普段味わうことのできない貴重な体験
をしていました。

　6月2日、商工センター401研修室で熱中症予防対策勉強会
が行われ、市民けんこう大学の学生や民生委員・児童委員など
135人が参加しました。
　この勉強会は、本市と大塚製薬㈱との間で締結した「健康づく
りにおける相互応援協定」に基づき、一人でも多くの市民の皆さ
んに熱中症の予防知識を知ってもらうために行われたものです。
大塚製薬㈱の竹下浩一さんをはじめ専門の講師から分かりやすい
説明を受けた参加者は、改めて水分と塩分を適度に摂取するとと
もに普段の生活から体調管理をしっかり行うことが大切であるこ
とを学びました。

親子で楽しく日本酒づくり

花咲く秋を楽しみに

大好きなお母さんと一緒

もっと身近な忍川に

熱中症をみんなで防ごう ！

　6月7日、商工センターホールで「大将まつり～成田長親　忍城
城代424周年記念～」が行われました。
　この催しは、天正18年（1590）6月7日に、成田長親が忍城城代
に就いてから424周年を記念して行われたもの。忍城おもてな
し甲冑隊によるユーモアと力強さを合わせ持つ演舞や、埼玉ご当
地ヒーローズ「彩光戦士彩セイバー」の華麗な演技が披露されまし
た。また、行田市ゼリーフライ大使の潮崎ひろのさんも参加。優
しい歌声を届けると、会場は温かい雰囲気に包まれました。
　映画「のぼうの城」の公開以来、全国的に有名となった「のぼう
様」こと成田長親は、これからも行田を代表する歴史上の人物とし
て愛され続けることでしょう。

愛され続ける行田の大将



広　場

　
大
正
13
年
に
岡
本
機
械
製
作
所
と
し
て
創

業
し
た
同
社
は
、
金
属
の
精
錬
・
加
工
に
用

い
る
た
め
の
送
風
機
を
開
発
。
特
許
を
取
得

し
、
送
風
機
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
歩
み
を
始

め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
16
年
に
は
環
境

機
器
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
株
式
会
社
ス
イ
デ
ン

の
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
り
、
株
式
会
社
ス
イ
デ

ン
オ
カ
モ
ト
ブ
ロ
ワ
ー
と
し
て
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

同
社
の
主
力
製
品
は
、
工
場
内
の
空
気

を
循
環
さ
せ
る
送
風
機
。
確
か
な
技
術
と

豊
富
な
知
識
で
、
電
力
会
社
や
食
品
会
社

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
依
頼
を
受
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、

パ
ン
や
菓
子
を
製
造
す
る
メ
ー
カ
ー
か
ら

の
依
頼
が
特
に
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

業
務
用
オ
ー
ブ
ン
で
パ
ン
や
菓
子
を
焼
き

上
げ
る
に
は
、
熱
風
を
均
一
に
循
環
さ
せ

る
送
風
機
が
と
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た

し
ま
す
。
そ
こ
で
、
同
社
の
送
風
機
の
技

術
が
高
く
評
価
さ
れ
、
お
い
し
い
パ
ン
や

菓
子
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
の

で
す
。

　

ま
た
、
同
社
の
最
大
の
特
徴
は
、
単
品

受
注
体
制
で
製
造
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

顧
客
の
要
望
を
最
大
限
に
反
映
す
る
こ
と

で
、
用
途
に
最
も
適
し
た
製
品
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
副
工
場
長
の
上
田
さ
ん

は
、「
単
品
受
注
に
よ
る
製
品
は
、
大
量
生

産
で
作
っ
た
製
品
よ
り
も
割
高
で
、
手
間

も
時
間
も
掛
か
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
お

客
さ
ま
が
本
当
に
納
得
し
て
い
た
だ
け
る

製
品
を
提
供
す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
ポ
リ

シ
ー
な
の
で
す
」
と
語
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
同
社
の
製
品
は
「
耐
久
性
」
に

非
常
に
優
れ
て
お
り
、
顧
客
か
ら
厚
い
信
頼

を
得
て
い
ま
す
。
送
風
機
は
、
高
温
多
湿
や

粉
じ
ん
が
舞
い
上
が
る
環
境
の
中
で
も
使
用

さ
れ
る
た
め
、
過
酷
な
環
境
に
も
耐
え
う
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
使
用
さ
れ

る
環
境
を
調
査
し
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
、
入

念
な
チ
ェ
ッ
ク
を
重
ね
な
が
ら
作
っ
た
製
品

は
、
故
障
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
部

品
交
換
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
こ
と

で
長
く
使
う
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

　
「
日
常
生
活
で
送
風
機
を
目
に
す
る
こ
と

は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
産
業
活
動
を
行
う

上
で
送
風
機
の
役
割
は
と
て
も
重
要
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
新
し
い
技
術
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
、
日
本
経
済
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
企

業
を
目
指
し
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
上

田
さ
ん
は
力
強
く
語
り
ま
す
。

　
社
員
一
丸
と
な
っ
て
作
り
上
げ
た
送
風
機

は
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍

し
、
日
本
の
産
業
を
支
え
続
け
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
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毎
年
5
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
て
い
る
県

内
最
大
の
公
募
美
術
展
「
埼
玉
県
美
術
展
覧
会
」（
以
下
、

県
展
）。
今
年
で
64
回
目
を
迎
え
た
県
展
で
、
応
募
総
数

４
，０
２
２
点
の
中
か
ら
「
書
」
の
部
門
で
最
優
秀
賞
に

当
た
る
県
知
事
賞
を
受
賞
し
た
の
が
、
島
澤
鷺ろ

舟し
ゅ
うと
い

う
雅
号
で
活
動
し
て
い
る
島
澤
洋
子
さ
ん
で
す
。

　
入
選
す
ら
難
し
い
と
い
わ
れ
て
い
る
県
展
で
、
島
澤
さ

ん
は
過
去
に
特
選
と
さ
れ
る
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
と

県
美
術
家
協
会
賞
を
受
賞
。
さ
ら
に
昨
年
は
、
書
道
の
公

募
展
で
最
も
権
威
が
あ
る
四
大
書
道
展
の
一
つ
「
毎
日
書

道
展
」
で
も
、
最
優
秀
に
当
た
る
毎
日
賞
に
輝
き
ま
し

た
。
そ
ん
な
実
力
の
持
ち
主
で
あ
る
島
澤
さ
ん
が
、
展
覧

会
に
出
品
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
10
年
ほ
ど
前
か
ら

で
し
た
。「
自
宅
で
書
道
教
室
を
開
き
、
子
育
て
を
し
な

が
ら
自
分
が
培
っ
て
き
た
技
術
や
書
道
の
楽
し
さ
を
生
徒

に
教
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
に
な
る
と
子
育
て
も
落

ち
着
き
、
自
分
の
書
道
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上

げ
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し

た
」
と
挑
戦
を
決
意
し
た
と
き
の
こ
と
を
語
り
ま
す
。

　
書
道
教
室
で
指
導
す
る
傍
ら
、
作
品
作
り
に
励
む
よ
う

に
な
っ
た
島
澤
さ
ん
。「
展
覧
会
で
入
選
す
る
た
め
に
は
、

審
査
員
は
も
ち
ろ
ん
、
全
て
の
方
の
心
を
打
つ
効
果
的
な

表
現
方
法
を
身
に
付
け
な
け
れ
ば
」
と
改
め
て
自
分
の
書

を
見
直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
集

中
し
て
書
き
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、「
紙
を
切
る
よ
う
な

鋭
い
線
」
や
「
効
果
的
な
余
白
の
取
り
方
」
な
ど
の
表
現

で
、
立
体
感
の
あ
る
作
品
作
り
を
心
掛
け
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
回
県
知
事
賞
を
受
賞
し
た
作
品
「
發た

ん
し
ゅ
う
を
た
つ

潭
州
」
は
、

構
想
か
ら
約
3
カ
月
を
か
け
て
完
成
さ
せ
た
も
の
。
縦

１
６
４
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
・
横
45
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
書

道
紙
に
、
40
字
の
詩
文
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
書
か
れ
、
審
査

員
か
ら
は
「
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
、
魅
力
的
。
書
に
対
す

る
情
熱
が
伝
わ
っ
て
く
る
格
調
の
高
い
作
品
」
と
高
い
評

価
を
受
け
ま
し
た
。
島
澤
さ
ん
は
「
応
募
期
限
の
2
週
間

前
ま
で
納
得
の
い
く
も
の
が
書
け
ず
、
詩
文
自
体
を
変
え

よ
う
と
思
っ
た
く
ら
い
苦
戦
し
ま
し
た
。
ま
さ
か
自
分
が

県
知
事
賞
を
い
た
だ
く
な
ん
て
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

よ
」
と
受
賞
の
知
ら
せ
を
受
け
た
と
き
の
こ
と
を
振
り
返

り
ま
す
。

　
「
こ
の
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
で
、
逆
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
感
じ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
に
書
を
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
作
品
作
り
を
行
っ
て
い
き
た
い

で
す
ね
」
と
ほ
ほ
笑
み
な
が
ら
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
語

る
島
澤
さ
ん
。
新
た
な
可
能
性
を
信
じ
て
、
こ
れ
か
ら
も

人
々
の
心
を
打
つ
作
品
を
次
々
と
生
み
出
し
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

俳 

句

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

会社プロフィール

代表取締役社長　廣見 好春
【事業内容】 産業用送風機・空気
関係機械の製造販売

株式会社スイデンオカモトブロワー
経済発展を支える送風機

めましてはじ ○ 7月1日㈫～31日㈭に電話またはEメールで広
報広聴課広報広聴担当（内線318）

　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○ 応募者多数の場合は、8月5日㈫午後2時から市
役所203会議室で公開抽選を行います。

菊
地
　
梛な
ぎ
さ紗 

ち
ゃ
ん （
桜
町
）

平
成
25
年
7
月
30
日
生
ま
れ

父
・
直
哉
さ
ん　
母
・
礼
さ
ん

「
沢
山
笑
っ
て

 

元
気
に
遊
ぼ
う
！
」

栗
原
　
颯そ
う
た汰 

ち
ゃ
ん （
持
田
）

平
成
25
年
7
月
31
日
生
ま
れ

父
・
史
佳
さ
ん　
母
・
有
佳
さ
ん

「
美
咲
お
姉
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
♡
」

小
林
　
礼れ
い 

ち
ゃ
ん （
谷
郷
）

平
成
25
年
7
月
18
日
生
ま
れ

父
・
大
介
さ
ん　
母
・
忍
さ
ん

「
兄
弟
仲
良
く
、

 

い
つ
も
笑
顔
で
♡
」

渡
辺
　
結ゆ
う
だ
い大 

ち
ゃ
ん （
谷
郷
）

平
成
25
年
7
月
3
日
生
ま
れ

父
・
平
さ
ん　
母
・
由
紀
絵
さ
ん

「
爽
太
郎
と
共
に

 

心
を
結
ぶ
子
に
な
れ
！
」

小
田
　
剣つ
る
ぎ ち

ゃ
ん （
谷
郷
）

平
成
25
年
7
月
10
日
生
ま
れ

父
・
和
成
さ
ん　
母
・
ま
ゆ
み
さ
ん

「
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て

 

あ
り
が
と
う
♡
」

高
野 

凜り
ん
た
ろ
う

太
郎 

ち
ゃ
ん （
西
新
町
）

平
成
25
年
7
月
7
日
生
ま
れ

父
・
浩
太
郎
さ
ん　
母
・
暁
子
さ
ん

「
僕
の
笑
顔
で
み
ん
な
幸
せ
♡
」

 

須
加 

須
加
か
づ
江

青
空
を
飲
み
込
む
如
く
鯉
幟

 

前
谷 

町
田　
貞
子

鳴
き
声
の
ま
だ
未
熟
な
る
初
音
か
な

 

下
忍 

島
崎　
も
と

割
り
た
て
の
卵
の
や
う
に
朴
咲
け
り

 

清
水
町 

柳
沢　
紀
子

鐔
広
の
帽
子
似
合
っ
て
帰
省
か
な

 

南
河
原 

今
村　
文
女

白
さ
つ
き
庭
の
一
隅
暮
れ
残
る

 

矢
場 

大
谷　
良
一

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
行
方
気
に
な
る
青
田
道

 

佐
間 

須
永　
節
子

ゆ
く
春
を
惜
し
み
て
す
こ
し
廻
り
道

 

富
士
見
町 

森　
　
節
子

隅
田
川
水
上
バ
ス
に
初
夏
の
風

 

持
田 

大
庭　
光
扇

車
椅
子
押
す
我
が
手
に
も
桜
舞
ふ

 

門
井
町 

嶋
田　
　
茂

葉
の
上
の
気
高
き
白
や
蓮
の
花

 

城
南 

橋
本
千
枝
子

お
し
ゃ
れ
し
て
出
掛
け
た
く
な
る
若
葉
風

 

中
里 

鯨　
美
智
子

向
日
葵
の
生
命
力
を
い
た
だ
き
ぬ

 

城
南 

町
田　
達
男

船
頭
の
う
た
声
の
ど
か
船
下
り

 

棚
田
町 

春
田　
枕
流

キ
ラ
キ
ラ
と
鏡
の
ご
と
く
若
葉
萌
え

 

荒
木 

高
澤
よ
ね
子

気
安
さ
の
同
郷
訛
り
茄
子
の
花

 

棚
田
町 

財
津
ミ
チ
エ

躓
き
の
多
く
な
り
け
り
八
十
の
夏

 

城
西 

山
下　
利
江

い
つ
ま
で
も
若
く
生
き
た
し
衣
更

 

矢
場 

鈴
木
か
づ
の

手
土
産
は
布
裟
の
中
の
柏
餅

 

荒
木 

藤
田　
明
枝

ふ
る
さ
と
の
詰
ま
る
宅
配
夏
わ
ら
び

 

忍 

飯
島　
素
子

齢
重
ね
し
み
じ
み
と
汲
む
新
茶
か
な

 

（
三
沢　
一
水　

 

監
修
）

★★★ 平成25年 7月生まれ のおともだち ★★★

平成25年9月生まれのお子さんを募集します

埼
玉
県
美
術
展
覧
会
で

 

3
度
の
特
選
を
受
賞
す
る
実
力
者

島
澤 

洋
子 

さ
ん
（
57
歳
・
犬
塚
）

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

私
の
作
品

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎ 

俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
、
は
が
き
・
封
書
で

広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
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▼
期
日
　
11
月
22
日
㈯　
▼
応
募
要
件
　

市
内
在
住
の
小
学
5
・
6
年
生
お
よ
び

中
学
生　
▼
作
文
原
稿
量
お
よ
び
意
見

発
表
時
間
　【
小
学
生
】
４
０
０
字
詰

め
原
稿
用
紙
2
枚
半
程
度
を
4
分
以

内
【
中
学
生
】
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
3
枚
半
程
度
を
5
分
以
内　
▼
テ
ー

マ
　
未
来
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
（
希

望
・
提
案
・
将
来
の
夢
）
や
学
校
・
家

庭
・
地
域
・
社
会
・
友
達
の
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

や
訴
え
た
い
こ
と
な
ど　
▼
申
　
9
月

10
日
㈬
ま
で
に
原
稿
を
ひ
と
つ
く
り
支

援
課
に
持
参　
▼
問
　
同
課
☎
５
５
６

―
８
３
１
９

▼
募
集
作
品
　
ポ
ス
タ
ー
、
書
道
、

作
文
、
新
聞
、
標
語　

▼
応
募
資
格
　

【
ポ
ス
タ
ー
・
書
道
】
県
内
の
小
・
中

学
校
に
在
学
す
る
児
童
・
生
徒　
【
作

文
・
新
聞
】
県
内
の
小
学
校
に
在
学

す
る
高
学
年
（
4
〜
6
年
生
）
お
よ

び
県
内
の
中
学
校
に
在
学
す
る
生
徒　

【
標
語
】
県
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

募　
　
集

第
29
回
浮
き
城
の
ま
ち

行
田
少
年
の
主
張
大
会
参
加
者

第
54
回
「
下
水
道
の
日
」

作
品
コ
ン
ク
ー
ル

▼
日
時
　
7
月
26
日
㈯
午
後
1
時
30

分
開
演　

▼
場
所
　「
み
ら
い
」
文
化

ホ
ー
ル　
▼
内
容
　
山
本
シ
ュ
ウ
さ
ん

（
ラ
ジ
オ
Ｄ
Ｊ
）
に
よ
る
講
演
「W

e 
are 

シ
ン
セ
キ
！
（
親
戚
）　
子
育
て

楽
し
ん
で
い
ま
す
か
？
」
※
手
話
通
訳

あ
り　
▼
入
場
無
料
　
▼
主
催
　
行
田

市
教
育
委
員
会
、
行
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会　

▼
そ
の
他
　
ひ
と
と
き
保
育

（
2
歳
以
上
の
未
就
学
児
の
保
育
・
無

料
）
の
申
し
込
み
は
7
月
4
日
㈮
ま
で　

▼
問
　
ひ
と
つ
く
り
支
援
課
☎
５
５
６

―
８
３
１
９

▼
日
時
　
7
月
20
日
㈰
午
後
2
時
開
演　

▼
場
所
　
佐
間
公
民
館　
▼
内
容
　
ロ

バ
の
音
楽
座
に
よ
る
古
楽
器
や
空
想
楽

器
を
使
っ
た
不
思
議
な
音
の
コ
ン
サ
ー

ト　
▼
対
象
　
幼
児
〜
大
人
（
幼
児

は
保
護
者
同
伴
）　
▼
参
加
費
　
1
人

1
千
８
０
０
円
（
3
歳
以
上
）　
▼
主
催
　

行
田
お
や
こ
劇
場　
▼
後
援
　
行
田
市

教
育
委
員
会　
▼
申
・
問
　
同
劇
場
事

務
局
☎
０
９
０
―
３
８
１
６
―
５
３
７
４

イ
ベ
ン
ト

行
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

学
習
講
演
会 

古
楽
器
・
空
想
楽
器

コ
ン
サ
ー
ト
「
森
の
オ
ト
」

方　
▼
そ
の
他
　
募
集
要
項
は
埼
玉
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

▼
申
　
9
月
16
日
㈫
（
必
着
）
ま
で

に
持
参
ま
た
は
郵
送
（
標
語
の
み
Ｅ

メ
ー
ル
で
も
可
）
で
公
益
財
団
法
人

埼
玉
県
下
水
道
公
社
経
営
企
画
課
作

品
コ
ン
ク
ー
ル
担
当
【
持
参
・
郵
送
】

〒
３
３
８
―
０
８
３
７　
さ
い
た
ま
市

桜
区
田
島
7
―
2
―
23
【
Ｅ
メ
ー
ル
】

m
aster@

saitam
a-sw

g.or.jp　

▼
問
　
同
公
社
経
営
企
画
課
☎
０
４
８

―
８
３
８
―
８
５
８
５

▼
日
時
　
8
月
2
日
㈯
午
後
2
時
〜

3
日
㈰
午
後
1
時　

▼
場
所
　
忠
次

郎
蔵
、
牧
禎
舎　

▼
内
容
　
忠
次
郎

蔵
や
牧
禎
舎
に
泊
ま
り
、
昭
和
初
期
の

子
供
た
ち
の
遊
び
や
生
活
、
ス
イ
カ
割

り
、
う
ど
ん
打
ち
な
ど
を
体
験
す
る　

▼
対
象
　
小
学
4
年
生
〜
中
学
3
年
生　

▼
定
員
　
25
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）　
▼
参
加
費
　
1
人
3
千
円　

▼
申
・
問
　
7
月
1
日
㈫
〜
15
日
㈫
に

電
話
で
足
袋
蔵
ま
ち
づ
く
り
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
☎
５
５
２
―
１
０
１
０
（
午
前
10

時
〜
午
後
4
時
）
※
団
体
で
の
申
し
込

み
は
不
可
（
申
し
込
み
は
１
人
ま
で
）

講
習
・
講
座

足
袋
蔵
昔
体
験
セ
ミ
ナ
ー

▼
日
時
　
7
月
15
日
㈫
午
前
9
時
〜

10
時
30
分
※
小
雨
決
行　

▼
集
合
場

所
　
市
役
所　
▼
行
進
コ
ー
ス
　
市
役

所
前
〜
商
店
街
〜
市
役
所
前
〜
水
城
公

園
（
報
告
集
会
・
交
流
あ
り
）　
▼
主

催
　
国
民
平
和
大
行
進
行
田
実
行
委
員

会　

▼
後
援
　
行
田
市　

▼
そ
の
他
　

休
憩
・
飲
み
物
の
準
備
あ
り
。
歩
き
や

す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　
▼

問
　
行
田
協
立
診
療
所
高
橋
☎
５
５
６

―
４
５
８
１

▼
日
時
　
8
月
6
日
㈬
・
7
日
㈭
午

前
10
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分　
▼

場
所
　
総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ

の
里
」　
▼
内
容
　【
6
日
】
障
害
者

施
設
の
見
学 

【
7
日
】「
障
が
い
っ
て

な
ぁ
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
障
害
者
差

別
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

を
行
う　
▼
定
員
　
20
人
（
6
日
の

み
）　
▼
参
加
無
料
　※
6
日
の
み
昼
食

代
（
５
０
０
円
）
が
掛
か
り
ま
す
。　

▼
主
催
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
２
０
１
４
実
行
委
員
会　
▼
そ
の

他
　
ど
ち
ら
か
1
日
の
み
の
参
加
も

可　
▼
申
　
7
月
28
日
㈪
ま
で
に
、
電

２
０
１
４
年

国
民
平
和
大
行
進

バ
リ
ア
フ
リ
ー

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
２
０
１
４

▼
日
時
　
8
月
8
日
㈮
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分　

▼
場
所
　
鷲
宮
西
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
「
お
お
と
り
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
久
喜
市

中
妻
７
８
５
―
2
）　
▼
内
容
　
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
を
設
立
し
た
い
方
か
ら
活
動
内

容
を
知
り
た
い
方
ま
で
、
ど
な
た
で
も

気
軽
に
参
加
で
き
る
講
習
会
。
終
了

後
、
設
立
に
関
す
る
個
別
相
談
あ
り　

▼
参
加
無
料
　
▼
申
・
問
　
8
月
1
日

㈮
ま
で
に
電
話
で
埼
玉
県
利
根
地
域
振

興
セ
ン
タ
ー
県
民
生
活
担
当
☎
５
５
５

―
１
１
１
０

▼
日
時
　
8
月
2
日
㈯
午
後
2
時
〜
4

時　
▼
場
所
　
総
合
福
祉
会
館
「
や
す

ら
ぎ
の
里
」　
▼
内
容
　
ア
ニ
マ
ル
セ

ラ
ピ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
い
ず
み
に
よ

る
、
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
の
概
要
と
セ

ラ
ピ
ー
ド
ッ
グ
の
養
成
に
つ
い
て
の
講

演　
▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）　
▼

受
講
無
料
　
▼
申
・
問
　
7
月
25
日

㈮
ま
で
に
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
い
ず
み
担
当
宮
☎
５
５
３

―
３
６
６
２
ま
た
は
☎
０
８
０
―

６
５
５
９
―
５
３
２
２

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
作
り
方

〜
設
立
基
礎
講
習
会
in
久
喜

ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
い
ず
れ
か
の

方
法
で
同
実
行
委
員
会
事
務
局
【
Ｆ
Ａ

Ｘ
】
５
９
８
―
７
７
８
９　
【
Ｅ
メ
ー
ル
】

gyodanozom
i@
carrot.ocn.

ne.jp　
▼
問
　
同
実
行
委
員
会
事
務

局
（
行
田
の
ぞ
み
園
内
）
☎
５
５
３
―

３
１
０
２

▼
日
時
　
7
月
26
日
㈯
〜
28
日
㈪
午
前

9
時
〜
午
後
5
時
（
28
日
は
午
後
4
時

ま
で
）　
▼
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　
▼
内
容
　
絵
手
紙

ク
ラ
ブ
会
員
の
作
品
８
０
０
点
を
展
示

す
る　
▼
主
催
　
行
田
絵
手
紙
あ
お
い

会　

▼
問
　
同
会
大
沼
☎
５
５
４
―

２
６
５
５

▼
日
時
　
8
月
23
日
㈯
午
後
2
時
開

演　
▼
場
所
　「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー

ル　
▼
内
容
　
公
益
社
団
法
人
へ
の
移

行
を
記
念
し
、
三
浦
雄
一
郎
さ
ん
（
冒

険
家
）
が
講
演
「
人
生
は
い
つ
も
今
か

ら
！
〜
80
歳
の
エ
ベ
レ
ス
ト
挑
戦
〜
」

を
行
う　
▼
定
員
　
５
０
０
人
（
先
着

順
）　

▼
入
場
無
料
　（
入
場
整
理
券
が

必
要
）　
▼
申
　
所
定
の
応
募
用
紙
を

行
田
法
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

絵
手
紙
合
同
会
員
展

行
田
法
人
会

三
浦
雄
一
郎
記
念
講
演

▼
日
時
　
8
月
31
日
㈰
午
前
9
時　
▼

場
所
　
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼
種
目
　
①
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
1
部
・

2
部　
②
男
子
ダ
ブ
ル
ス　
③
女
子
シ

ン
グ
ル
ス
1
部
・
2
部　
④
女
子
ダ
ブ

ル
ス　
⑤
男
・
女
シ
ニ
ア
の
部
（
60
歳

以
上
）　
⑥
中
学
生
の
部
（
男
子
・
女

子
シ
ン
グ
ル
ス
）
※
1
人
2
種
目
ま
で

と
し
、
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
2
部
と
シ
ニ

ア
の
部
の
重
複
は
不
可　
▼
対
象
　
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方　
▼
参
加

費
　【
シ
ン
グ
ル
ス
】
一
般
（
高
校
生

以
上
）・
シ
ニ
ア
８
０
０
円
、
中
学
生

５
０
０
円
【
ダ
ブ
ル
ス
】
1
組
1
千
円

※
中
学
生
以
下
が
一
般
の
部
に
参
加
す

る
場
合
は
、
一
般
の
参
加
費
と
な
り
ま

す
。
連
盟
未
登
録
者
は
各
種
目
２
０
０

円
増
し　

▼
主
催
　
行
田
市
卓
球
連

盟　

▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委
員
会
、

行
田
市
体
育
協
会　
▼
申
　
8
月
6
日

㈬
午
後
7
時
ま
で
に
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
大
会
事
務
局
平
塚
（
〒
３
６
１
―

０
０
１
２ 

行
田
市
下
須
戸
１
３
９
５
）

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
９
―
２
５
８
１　
▼
問
　

同
事
務
局
☎
５
５
９
―
３
７
１
４

ス
ポ
ー
ツ

行
田
市
民
卓
球
大
会

夏
季
冠
大
会

ン
ロ
ー
ド
も
し
く
は
市
内
公
共
機
関
で

入
手
し
、
8
月
5
日
㈫
ま
で
に
持
参

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
行
田
法
人
会
事
務

局
（
商
工
セ
ン
タ
ー
3
階
）【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

５
５
４
―
６
９
６
９　
▼
問
　
同
法
人

会
☎
５
５
４
―
４
５
３
５

▼
日
時
　
8
月
24
日
㈰
午
後
1
時
〜
4

時　
▼
場
所
　
ベ
ル
ヴ
ィ
ア
イ
ト
ピ
ア　

▼
参
加
費
　【
男
性
】
4
千
円
【
女
性
】

3
千
５
０
０
円
（
会
員
は
５
０
０
円

引
き
）
※
軽
食
・
飲
み
物
付
き　
▼
申

・
問
　
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
8
月
17
日
㈰
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
行
田
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

５
５
４
―
０
１
６
２

▼
日
時
　
7
月
1
日
㈫
〜
31
日
㈭
午
前

11
時
30
分
〜
午
後
2
時
30
分
（
水
曜
日

を
除
く
）　
▼
場
所
　
く
り
や
ら
ー
め

ん
（
押
上
町
15
―
1
）　
▼
内
容
　
ポ

ス
タ
ー
や
引
札
、
雑
誌
な
ど
懐
か
し
の

も
の
を
展
示
す
る　

▼
問
　
栗
原
☎

０
９
０
―
１
５
３
５
―
４
４
６
０

２
０
１
４

納
涼
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

行
田
街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

＊広告掲載の問い合わせは、三共印刷株式会社へ　☎556―6201

広告広告



（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

催し・募集

322014.7 市報 ぎょうだ33
【住民基本台帳人口】 行田市の人口と世帯 人口84,793人　男42,204人　女42,589人　世帯数33,901世帯

（平成26年6月1日現在） 5月中の異動　出生40人　転入等194人　死亡75人　転出等229人

▼
日
時
　
8
月
3
日
㈰
午
後
1
時
20
分

開
会　
▼
場
所
　「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー

ル　
▼
内
容
　【
午
後
1
時
20
分
】
ザ
・

ユ
ニ
テ
ィ
ー
ス
リ
ー
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
【
午
後
2
時
〜
3
時
30
分
】
講
演
と

落
語
「
平
和
で
な
け
れ
ば
落
語
は
笑
って

も
ら
え
な
い
」　
▼
入
場
料
　
５
０
０
円

 （
中
学
生
以
下
は
無
料
）　
▼
主
催
　
平

和
の
た
め
の
行
田
戦
争
展
実
行
委
員
会　

▼
後
援
　
行
田
市
、
行
田
市
教
育
委
員

会　
▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
　
川
島
書

店
、
忍
書
房
、
宮
脇
書
店　
▼
問
　
北

埼
教
育
会
館
☎
５
５
３
―
０
７
４
４

▼
日
時
　
7
月
22
日
㈫
午
後
６
時
30
分　

▼
集
合
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー
パ
ブ

リ
ッ
ク
ホ
ー
ル　
▼
開
催
店
舗
　
商
工

セ
ン
タ
ー
付
近
の
店
舗　
▼
内
容
　
1

軒
30
分
で
3
店
舗
を
飲
み
歩
き
、
各
店

自
慢
の
メ
ニ
ュ
ー
（
1
品
と
1
ド
リ

ン
ク
）
を
飲
食
す
る
※
ソ
フ
ト
ド
リ

ン
ク
あ
り　

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
　
行

田
商
工
会
議
所
【
7
月
11
日
㈮
ま
で
】

3
千
円
【
7
月
12
日
㈯
〜
15
日
㈫
】

3
千
５
０
０
円　
▼
そ
の
他
　
2
人
一

組
で
参
加
す
る
こ
と　
▼
問
　
同
会
議

所
☎
５
５
６
―
４
１
１
１

平
和
の
た
め
の
行
田
戦
争
展

古
今
亭
菊
千
代
さ
ん
の

講
演
と
落
語

ぎ
ょ
う
だ
は
し
ご
酒

▼
日
時
　
8
月
4
日
㈪
午
前
10
時
〜
11

時
30
分　

▼
場
所
　
総
合
福
祉
会
館

「
や
す
ら
ぎ
の
里
」　
▼
内
容
　
子
育
て

中
の
親
同
士
で
語
ら
う
（
託
児
付
き
）　

▼
対
象
　
市
内
在
住
で
乳
幼
児
を
持
つ

保
護
者　
▼
定
員
　
30
人　
▼
参
加
費
　

１
０
０
円　
▼
主
催
　
行
田
市
民
生
委

員
・
児
童
委
員
連
合
会　
▼
後
援
　
行

田
市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行
田
市

社
会
福
祉
協
議
会　
▼
申
・
問
　
同
協

議
会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時
　
7
月
27
日
㈰
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
1
時
〜
3
時　
▼
場
所
　
中

央
公
民
館
第
1
学
習
室
（「
み
ら
い
」

内
）　
▼
内
容
　
弁
護
士
、
特
定
社
会

労
務
士
、
労
働
組
合
役
員
が
生
活
や

労
働
に
関
す
る
相
談
会
を
実
施
す
る　

▼
費
用
無
料
　
▼
主
催
　
行
田
地
区
労

働
組
合
協
議
会　

▼
後
援
　
行
田
市

他　

▼
問
　
同
協
議
会
☎
５
５
３
―

２
３
２
１

相
　
　
談

子
育
て
談
話
室

「
た
ん
ぽ
ぽ
」

労
働
生
活
相
談

国
創
作
ね
ん
土
人
形
の
会
サ
ン
・
ク
ラ

フ
ト
・
ド
ー
ル
）　
▼
そ
の
他
　
入
館

料
【
大
人
】
４
０
０
円　
【
小
・
中
学

生
】
２
０
０
円
が
掛
か
り
ま
す
。
※
未

就
学
児
無
料　
▼
申
　
開
催
時
間
中
随

時
受
け
付
けハ

ー
モ
ニ
カ
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
　
7
月
26
日
㈯
午
前
10
時　
▼

場
所
　
古
代
蓮
会
館
休
憩
所　
▼
ハ
ー

モ
ニ
カ
演
奏
者
　
加
藤
栄
さ
ん　
▼
入

館
料
　【
大
人
】
４
０
０
円
【
小
・
中

学
生
】
２
０
０
円
※
未
就
学
児
無
料

行
田
市
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
大
使

潮
崎
ひ
ろ
の
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
　
7
月
19
日
㈯
午
前
10
時　
▼

場
所
　
古
代
蓮
会
館
休
憩
所　
▼
入
館

料
　【
大
人
】
４
０
０
円
【
小
・
中
学

生
】
２
０
０
円
※
未
就
学
児
無
料

商
工
セ
ン
タ
ー

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　
8
月
9
日
㈯
・
10
日
㈰
は
、
全
施
設

定
期
点
検
の
た
め
臨
時
休
館
と
な
り
ま

す
。

手
づ
く
り
紙
ね
ん
土
細
工
講
座

「
古
代
蓮
の
つ
ぼ
み
ち
ゃ
ん
」

▼
日
時
　
7
月
27
日
㈰
午
前
10
時
〜

正
午　

▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館
休
憩

所　

▼
参
加
費
　
２
５
０
円
（
材
料

費
）　
▼
協
力
　
佐
藤
孝
子
さ
ん
（
全

【
一
般・学
生（
高
校
生
以
上
）】１
５
０
円

【
児
童
・
生
徒
（
3
歳
〜
中
学
生
）】
70
円

【
幼
児
（
3
歳
未
満
）】
無
料
※
障
害
者

手
帳
提
示
に
よ
る
割
引
あ
り
【
ロッ
カ
ー

利
用
料
金
】
50
円　
▼
そ
の
他
　
水
着

以
外
の
入
水
は
不
可
（
オ
ム
ツ
が
取
れ

て
い
な
い
乳
幼
児
を
含
む
）。
就
学
前
の

子
ど
も
は
保
護
者
の
付
き
添
い
が
必
要
。

プ
ー
ル
の
利
用
に
身
長
制
限
あ
り

初
心
者
短
期
集
中

ス
イ
ミ
ン
グ
教
室

▼
日
時
　
8
月
18
日
㈪
〜
22
日
㈮
の
午

後
3
時
〜
3
時
50
分
（
全
5
回
）　
▼
場

所
　
市
民
プ
ー
ル　
▼
対
象
　
小
学
1

年
生
〜
3
年
生
の
初
心
者
（
顔
浸
け
、

バ
タ
足
が
で
き
る
程
度
）　
▼
定
員
　
25
人

（
先
着
順
）　
▼
参
加
費
　
2
千
５
０
０

円　
▼
申
　
7
月
29
日
㈫
午
前
8
時
30

分
か
ら
直
接
市
民
プ
ー
ル
窓
口

古
代
蓮
会
館
企
画
展
Ⅰ

古
代
蓮
の
里
友
の
会

会
員
作
品
展
「
蓮
」

▼
期
間
　
7
月
18
日
㈮
〜
8
月
3
日
㈰　

▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館
催
事
室　
▼
内

容
　
蓮
を
テ
ー
マ
に
古
代
蓮
の
里
に
咲

く
花
蓮
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
を
展

示　
▼
入
館
料
　【
大
人
】
４
０
０
円　

【
小
・
中
学
生
】
２
０
０
円
※
未
就
学

児
無
料

し
ま
じ
ろ
う

ぼ
う
け
ん
！ 

は
っ
け
ん

た
か
ら
じ
ま

▼
日
時
　
10
月
4
日
㈯
【
1
回
目
】
午

前
11
時
開
演
【
2
回
目
】
午
後
2
時
開

演　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ル　

▼
入
場
料
　
全
席
指
定
1
千
９
６
０
円

※
2
歳
以
下
の
膝
上
観
賞
は
無
料
（
座

席
が
必
要
な
場
合
は
チ
ケ
ッ
ト
を
ご
購

入
く
だ
さ
い
）
▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
　

7
月
26
日
㈯
午
前
9
時
か
ら
産
業
文
化

会
館
他
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売
（
電

話
受
け
付
け
は
翌
日
午
前
10
時
か
ら
）

行
田
市
民
プ
ー
ル

「
夏
期
プ
ー
ル
の
開
設
」

▼
期
間
　
7
月
19
日
㈯
〜
8
月
30
日

㈯
【
昼
間
の
部
】
午
前
10
時
〜
午
後
5

時　
【
夜
間
の
部
】
午
後
6
時
30
分
〜
8

時
30
分
※
天
候
な
ど
に
よ
り
変
更
の
場

合
あ
り
※
次
の
期
間
は
利
用
不
可
【
屋

内
プ
ー
ル
】
日
曜
日
の
午
前
11
時
ま
で

【
屋
外
プ
ー
ル
】
夜
間　
▼
利
用
料
金
　

©Benesse Corporation 1988-2014 ／しまじろう

職種 勤務時間 業務内容 採用人数・応募資格 時給 申し込み・問い合わせ

トレーニング室
スタッフ

午前8時30分～午後9
時30分のうち3～8時間
（応相談）※週2～ 3日
のローテーション勤務

トレーニング室使用
方法の説明・案内お
よび設備器具などの
管理業務

若干名
18歳以上 60歳未満の
方で、土・日曜日の勤
務が可能な方

900円以上
（経験など考慮の上
決定。試用期間の
2カ月間は850円）

7月27日㈰までに履歴書（写真貼付）を行田
グリーンアリーナ窓口まで持参してください。
採用選考については、書類審査の上、面接
を実施。

ウォーター
キッズクラブ
（初心者水泳）
指導員

毎週金曜日午後3時30
分～ 5時30分（準備や
片付けを含む）

市民プールで実施し
ている、小学生の初
心者を対象としたス
イミングの指導

若干名
18歳以上60歳未満の方
※水泳指導経験者歓迎

1回2,250円を謝
金として支給

7月31日㈭までに履歴書（写真貼付）を市民
プール窓口まで持参してください。
採用選考については、書類審査の上、面接
を実施。

職種 勤務時間 採用人数・応募資格 時給 採用期間 申し込み・問い合わせ

一般監視員 ・午前9時30分～午後5時30分
・午前9時30分～午後2時
・午後0時45分～5時30分
・午後5時30分～9時
 ※勤務割表によるローテーション勤務

30人程度
※ 高校生以上の方（満15歳
になって最初の3月31日
を迎えている方）
※泳げる方（25ｍ程度）
※監視員経験者歓迎

【高校生】
　昼間 800円
　夜間 790円
【一般・大学生】
　昼間 850円
　夜間 800円

7月17日㈭～
8月30日㈯

7月10日㈭までに履歴書（写
真貼付）と申込書（いきいき
財団ホームページからダウン
ロード可）を市民プール窓口
まで持参してください。
※面接は7月12日㈯に実施
☎553―3377
 （行田グリーンアリーナ）プール

受け付け
午前9時30分～午後4時30分
週3～ 4日程度のローテーション勤務

若干名（18歳以上の方） 800円

グリーンアリーナトレーニング室スタッフ・ウォーターキッズクラブ指導員 「夏期限定」市民プールスタッフ

広告広告



　
行
田
市
内
の
古
墳
か
ら
出
土
す
る
埴は
に

輪わ

や
石
室
の

石
材
の
産
地
を
探
る
と
、
当
時
の
交
易
、
物
流
な
ど

の
一
端
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
市
内
出
土
の
埴
輪
は
、
使
わ
れ
て
い
る
粘
土
や
工

具
、
造
作
の
特
徴
な
ど
か
ら
、
あ
る
程
度
産
地
が
特

定
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
酒
巻
古
墳
群
の
酒
巻
14
号

墳
か
ら
出
土
し
た
人
物
埴
輪
は
、
顔
の
造
作
の
特
徴

か
ら
吉
見
町
の
和
名
埴
輪
窯
で
製
作
さ
れ
た
こ
と
が

判
明
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
埼
玉
古
墳
群
の
各
古
墳

か
ら
出
土
の
埴
輪
に
つ
い

て
も
、
鴻
巣
市
の
生お
い

出ね

塚づ
か

埴
輪
窯
を
中
心
に
、
東
松

山
市
の
桜
山
埴
輪
窯
な
ど

で
製
作
さ
れ
た
こ
と
が
判

明
し
て
い
ま
す
。
生
出
塚

埴
輪
窯
は
元
荒
川
流
域
に

位
置
し
て
お
り
、
埴
輪
は

元
荒
川
を
利
用
し
て
埼
玉

古
墳
群
に
運
ば
れ
た
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

　
生
出
塚
埴
輪
窯
は
、
埼

玉
古
墳
群
以
外
に
も
市
内

の
真
名
板
高
山
古
墳
、
千

葉
県
市
原
市
の
山
倉
1
号

墳
、
神
奈
川
県
横
浜
市
の

北き
た

門か
ど
1
号
墳
な
ど
、荒
川・

元
荒
川
流
域
か
ら
東
京
湾
岸
地
域
の
数
多
く
の
古
墳

に
埴
輪
を
供
給
し
て
お
り
、
こ
の
当
時
、
荒
川
や
元

荒
川
を
利
用
し
た
広
範
囲
に
渡
る
交
易
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
埼
玉
古
墳
群

の
将
軍
山
古
墳
の
石
室
に
は
、
千
葉
県
富
津
市
金
谷

海
岸
で
採
れ
る
房
州
石
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
埴
輪

と
同
様
に
荒
川
や
元
荒
川
を
利
用
し
て
房
州
石
が
運

ば
れ
た
よ
う
で
す
。

　
市
内
の
他
の
古
墳
の
石
室
に
は
、
秩
父
地
域
で
採

れ
る
緑
り
ょ
く

泥で
い

片へ
ん

岩が
ん

や
群
馬
県
の
榛

名
山
二
ツ
岳
の
噴
火
で
噴
出
し

た
角か
く

閃せ
ん

石せ
き

安あ
ん

産ざ
ん

岩が
ん

が
よ
く
使
わ

れ
て
い
ま
す
。「
関
東
の
石
舞
台
」

と
も
呼
ば
れ
る
八
幡
山
古
墳
石

室
に
は
、
榛
名
山
麓
の
角
閃
石

安
山
岩
、
荒
川
上
流
域
の
緑
泥

片
岩
、
比
企
丘
陵
地
域
の
砂
質

凝
灰
岩
な
ど
広
範
囲
に
渡
る
複

数
の
地
域
の
石
材
が
豊
富
に
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
八
幡
山
古

墳
を
築
い
た
権
力
者
は
、
そ
れ

ら
広
範
囲
の
地
域
と
交
易
が
あ

り
、
石
材
を
調
達
で
き
る
力
を

持
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
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■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をCDーRに録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。
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環境にやさしい
植物油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp 携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。
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い
に
し
え
の
行
田
を
探
16

行
田 

歴
史
系
譜
244

八幡山古墳石室の巨大な緑泥片岩

古
墳
出
土
品
が
語
る
古
代
の
物
流

　地
ち

上
じょう

50メートルの展
てん

望
ぼう

室
しつ

が目
め

印
じるし

の古
こ

代
だい

蓮
はす

会
かい

館
かん

。平
へい

成
せい

13年
ねん

4月
がつ

のオープン以
い

来
らい

、約
やく

71万
まん

人
にん

の方
かた

が訪
おとず

れている、行
ぎょう

田
だ

を代
だい

表
ひょう

する観
かん

光
こう

名
めい

所
しょ

なんだ。
　館

かん

内
ない

には、行
ぎょう

田
だ

の自
し

然
ぜん

や生
い

き物
もの

の様
よう

子
す

を再
さい

現
げん

したジオラマ
や古

こ

代
だい

蓮
はす

観
かん

察
さつ

コーナーなどがあって、「見
み

て、触
ふ

れて、聞
き

いて」
楽
たの

しみながら自
し

然
ぜん

を学
がく

習
しゅう

できるんだ。また、360度
ど

の大
だい

パ
ノラマが広

ひろ

がる展
てん

望
ぼう

室
しつ

からの眺
なが

めは最
さい

高
こう

。天
てん

気
き

のいい日
ひ

に
は東

とう

京
きょう

スカイツリーを見
み

ることができるよ。
　7月

がつ

中
ちゅう

旬
じゅん

からは、世
せ

界
かい

一
いち

の規
き

模
ぼ

を誇
ほこ

る田
た

んぼアートが見
み

頃
ごろ

を迎
むか

えるから、ぜひ展
てん

望
ぼう

室
しつ

から見
み

てくださいね。

古
こ

 代
だ い

 蓮
は す

 会
か い

 館
か ん

　5月21日、太田西小学校で「ブラジル研修員との交流会」が行
われ、3年生の児童22人が「日本ブラジル交流カルタ」を楽しみ

ました。
　この催しは、ＪＩＣＡ（国際協力機構）の事業であり、埼玉県立総合教育センターへ研
修で来日した4人のブラジル人教師と児童がお互いの国について理解を深めるため
に行われたもの。児童らは、カルタを通してポルトガル語のあいさつや簡単な単語
などを学び、笑顔を見せながらブラジル人教師との交流を図っていました。


